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1 

 

 グローバル化が進んでいる現在、日本企業の海外進出が増えつつある。その中、製造業企業の

割合は最も高く、42.8％を占めている（中小企業庁：2012）。製造業の人材不足はより深刻になり、

現地人材育成は人材不足の一つの対策になっている。 

 

 製造業企業内で必要となる日本語は使用語彙が専門的で企業の機密にかかわることも多く、日

本語教師が指導できない領域もあるため、学習者が自分自身の学習を管理することが大きな課題

になる。 

 

本研究は学習者オートノミーという視点から、中国にある日系製造業企業の入社内定者を対象

とした日本語研修の参加者を対象として調査を行い、学習者オートノミーがどのように変化したの

かという問いへの回答を試み、また、学習者オートノミーは言語能力と共に変化しているという仮説

を検証するものである。 

 

 本研究では、先行研究を踏まえ、以下のように学習者オートノミーを定義する。学習者オートノ

ミーとは自分の学習に関する意志決定を自分で行うための能力であって、それは学習者の権利で

あり、責任でもある。自分の学習について自分で決めるとは、学習の目的、目標、内容、順序、リ

ソースとその利用法、学習のペース、場所、評価方法を自分で選ぶことであり 学習者オートノミー

はそれらを行う能力と問題解決能力である。 

 

 言語能力の変化は言語学習の最初の段階に最も大きいと思われる。本研究では前述のとおり、

学習者オートノミーは言語能力と共に変化しているという前提に基づき、学習者が日本語学習を

始めた６週間に、調査は２週間１回、計４回の半構造化インタビュー調査を行った。 

 

 毎回のインタビュー結果は、協力者ごとに質的研究の手法 SCAT を使って分析し、項目別にス

トーリー・ラインを記述した。それぞれ４回のインタビュー結果から変化が見られた項目を抽出し、変

化の要因を分析した。 

 

 分析結果から、以下の３つの結論が得られた。 

１）日本語学習開始直後の調査から、学習者の持つ学習者オートノミーは従来の学習歴と教育

背景を基盤にして形成される場合が多いと考察された。その後の調査からは、協力者の意志

決定の根拠になるものは日本語学習歴にかかわるものが多いということがわかった。 

２）言語能力が上がることにつれ、学習リソースとその利用法を通して見える学習者オートノミー

も変わっている。また、言語能力は使用できる評価法に影響を与えており、評価法を通して見

える学習者オートノミーも変わった。 

３）青木（2011）は学習者オートノミーが意志決定能力であると定義しているが、その意志決定能

力は意識能力に基づいているものだと考察された。学習者オートノミーが意識する能力を含

むかどうかは今後の課題になる。 



 

2 

 

 

 今回の研究は調査の時間、協力者数、協力機関との約束などに不十分な点がある。今後、本研

究の結果を踏まえ、さらに広い範囲で研究する必要がある。また、本研究の結果を活用し、言語能

力と学習者オートノミーをともに向上させるコースデザイン試みる予定である。 
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